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松井  儀礼と口承伝承

儀 礼 と 口 承 伝 承

 宮古群島来間島の事例を中心に
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 2)儀 礼 の演出論一 宮古群島の祭祀世界

   理解のために一

 は じ め に

 本稿に課せ られた主要な論題は,以 下の3項 に要約される。第1は,宮 古群島来間

島での調査結果をもとに,同 島における口承伝承と儀礼の概要を記述 し,そ の両者間

にみられる対応関係を明確にすることである。従来,口 承伝承の研究も,儀 礼研究も,

琉球研究では十分に重点を置いて調査研究が積み重ねられてきた分野ではあったが,

両分野の対応関係 については,十 分な分析 ・記述がおこなわれてきたとはいいがたい。

ここでは,来 間島の例を報告することによって,宮 古群島南部地域における祭祀世界

にもつ意味を考察 し,あ わせてこれら両分野にまたがる研究領域が,琉 球研究におい

てもつ可能性を考えてみたい。

 第2は,ee 1の 論点をふまえて,宮 古群島でおこなわれている儀礼が,二 つの群に

分けられることを示 したい。この点については,す でに多 くの宮古研究者の指摘があ

るが,と くにその複合性の様態の諸特徴を整理 し,宮 古群島内のい くつかの地点での

報告を参照 しつつ,宮 古の儀礼のあり方の特異性を抽出できる可能性を示 したい。

 第3に,象 徴二元論 とかかわる来間島の儀礼を中心に,二 元論的分類がどのような

かたちで儀礼世界の演出に援用されているかを分析 したい。この分析をもとに,よ り

抽象度の高い世界観が,ど のようにして具体的なかたちで儀礼のなかに表現されるの

*神 戸学院大学教養部,国 立民族学博物館共同研究員

37



                       国立民族学博物館研究報告 別冊3号

か,そ の際の演 出論はどのよ うなものなのか,そ して,そ こで どのよ うに象徴作用が

発揮 されるのか,と い った諸問題 について,い くつかの手 がか りを提示 しつつ.論 究

のための戦略を考えてみたい。

 以 下,来 間島での口承伝承 と儀礼の記述 ・分析のために,来 間につ いて必要最少 限

の説明 を加えてお く。来間島 は,宮 古本 島の南西部,伊 良部島のほぼ南 に位置する面

積2.8km2,周 囲6.5 kmの レモ ン型 の小島であ る。 現在,約75世 帯200人 が,お も

に農業 によって生計 を立ててい る。

 周 辺のサ ンゴ礁 はよ く発達 している。 地形上 もっとも特色が あるのは,30mほ ど

の高 さの断層崖が,ほ ぼ北西 か ら南東方向へ,本 島 に近 い部分を走 っている ことで あ

る。島の北東(本 島)側 が低 ぐ,そ こか らは岩 の屏風が立 って いるよ うにみえる。

 集落,(sima)は,こ の断層崖の上,ほ ぼ中央 のところに位置 している1)。 この断層

崖が島のほぼ南東の端 で海 におちこむ岬をアガル ヌサ ッ(agarzi-nu-satsi,東 の 先)と

呼び,北 西の岬をイルヌサッ(irZ至一nu-satsi,西 の先)と 呼ぶ。来 間島内で のアガルーイ

ル(東 一西)は,こ の地形に照応 し,自 然方位の南東一北西 に近い。 これに従 って,二

           図 璽 来間島の地形 ・方位 ・サンゴ礁(ピ シ)

1)こ のため集落へは,崖 の割れ目の急な道を登る必要があった。「ばが ふ りまジま一,き シ

 ぬばりみちやりば,き しぬばりみちから」(わ が来間島は,岸 の割れ道だから,岸 の割れ道か
 ら)と 「来間添 し女メガ」のクイチャーに唱われている[外 間 ・新里 1978:367]。
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ス(nisi)一パイ(pai)(北 一南)も,同 様に自然方位か らずれている。来間の民俗方位は,

自然方位から約45ｰず れているということができる。

 本稿で以下東西南北の漢字を用いて示すのは,い ずれも民俗方位のアガル,イ ル,
パイ,ニ スである。

 集落は東西 と南北に走 る道によってくぎられ,東 西に長い方形にほぼまとまってい

る。家屋は南を前にして,東 側に一番座,西 側に台所や家畜小屋を配置する。家屋か

ら島単位まで,南 が前(mai),北 が後(kus�ﾜ たはt∫ibana)と 呼ばれる。

 東と西については,は っきりとした象徴的対立による意味づけがみられる。東西ほ

どではないが,南 北についても同様である。重要なことは,集 落構造について,こ の

ような二元論から,分 家は本家の西南の方角に建てられるのが,妥 当であるとする考

え方がみられることである。確認できた全55例 の本家分家関係のうち,本 家の西に分

家のある例が6例,本 家の南西が17例,本 家の南が3例 で,約 半数を占める。これに

まったく反する,本 家の北は4例,東 は3例,北 東は5例 で,全 体の2割 にとどまる。

 このように,特 徴のある自然地形とまとまりのよい集落 と相まって,よ く発達 した

象徴二元論がみ られ,こ れは儀礼的世界にも強 く投影されている。

 儀礼のおこなわれる拝所は,集 落内及びその近傍に多いが,集 落北の崖の下にも,

南の海岸にもみられる。断層崖の下中央あたりにカー(ka:,泉 ・井戸)が ある2》。

 現在では,断 層崖の南側だけが耕作地 として利用されている。タバコ,サ トウキビ

を中心に,ス イカやカボチャが栽培され,肉 牛の飼育も盛んである。墓地は断層崖の

下の海触洞のなか,南 の原(パ ル,paru)に 分散 しているミャーカ(mja:ka)と 呼ば

れる巨石墓,そ して現在用いられている地下式の墓 と三つの種類がみられる。現在で

は,前 二者は現存の住民 と系譜的にはつなが らないものとみなされている。

 こうした墓地が存在するためか,女 性は夜間南のパルの方へ出かけるのをいやがる。

以前には,日 数によって,特 定の方角へ出かけることを忌避する慣習があったことが

知 与れてい る。 その 日に禁 じられている方角へ 出か けるとマ ジムヌ(mad3i-munu)

に出会 うとされていた。

 現在では,こ のような日常生活を律する空間に関する強い忌避や意味づけはあまり

みられない。 しか し,神 女が儀礼をおこなう拝所へは,と くに男性はほとんど立ち入

ることはない。

2)水 汲 みは非常な重労働であった。しかし,そ の一方で,思 いを寄せる男性の家へ汲んだ水を
                       モモダン                     ガ 
届けるといったロマンチックな歌にもなった。「来間川ヌ百段」とアヤグに唱われている。
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1.来 間島の口承伝承

1) ヤ ーマ ス ・ウガ ン由来伝承

 口承 伝承 は0般 に,ン キ ャース ・バナス(nkja:si-banasi,昔 話)と か,ユ ガタイ

(jugatai,世 語 り)と 呼 ばれてい るが,そ の内容 や形式 による区分 は,島 の人た ち自

身 にとって も明確にはなされていないよ うに考之 られる。以下 にみ るように,神 話 と

呼 ばれ うる内容を もつ ものか ら,単 なる笑 い話 やナゾナゾ,ご ろあわせの ようにみえ

るものまで,こ うした名称 の もとに一括 されてい る。

 宮 古群島の口承伝承 につ いて,話 者 ご と集落 ごとの変異を含むその全体像は,宮 古

民話の会 などの活動 によって,よ うや く最近その輪郭 をみせ るよ うになった といって

よい[宮 古民話の会 1978,1980,1981,1984;上 野 村教 育委員会 1981]。 これによ

って,特 定 の題 目についての代表的な話例を中心 に,そ の形式 と内容 の類似か ら,地

理的分布 や系統をたど る比較神話学ρ研究[馬 淵 1971;大 林 1973]や,日 本神話

との対比研究[伊 藤 1977]か ら一歩踏 み出 して,宮 古群島で採録 された口承伝承の

テ キス ト全体を,ひ とつ のまとま りとして扱い,そ こに宮古 の口承伝承の もっている

固有性を論 じることので きる途が開かれるようにな った といえよう。

 来 間島にも,ほ かの宮古群島の島 々と同様 にかな りの数の 口承伝承 が伝え られてい

る。そのなかで も,本 稿 の論題に もっとも重要 な ものは,年 に1回 旧暦8,9月 の キ

ノエ ・ウマの日にお こなわれ る,ヤ ーマス ・ウガ ンとい う島立ての祭 り,な い しは豊

年祭の起源(も しくは再興の 由来)を 伝え る伝承 と,来 間島民の起源 を物語 るもので

あ る。前者 については,代 表的な テキス トのひ とつが,ほ とん ど話 されたままのかた

ちで標準語訳 されて全文 が報告 されている[遠 藤 1977:123-136]。

 ヤ ーマス ・ウガ ン由来伝承 については,印 刷 されてい る,こ の故上地清吉翁のテキ

ス トに準拠す ることにする。 しか し,こ れ も,当 然 なが ら,来 間島に伝 え られている

ヤーマス ・ウガ ン由来伝承のすべてを代表 してい るわけで はない。ヤーマス ・ウガ ン

由来諺 は,全 体 と して多 くの異文を もっており,こ のテ キス トもその うちのひ とつで

あるとい うことであ る。

 従 って,こ こで は上地翁の話 した伝承 のテキス トを要約 し,こ れにかかわる,あ る

いは,こ れにかかわ って話 されて いる異文 を紹介 してい くことに したい。重要な こと

は,ひ とつの儀礼をめ ぐる伝承群が,ど のような複合 的全体 にな っているかをみ きわ

め,そ の基本的 な構造 を措定す ることである。従 って,個 々の話者 による一連の話 と

しての 口承伝承の構成 や,そ の地理的分布[福 田 1981:150-168]は,問 題 として
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いない。

 上地翁のヤーマス ・ウガン由来伝承のあらす じは以下のようなものである(詳 細は

前掲の出典を参照のこと)。           一

3人 兄弟の出生調

 異常妊娠(い つ とはな しに孕む),異 常出産(三 つの卵を生む)。

3人 兄弟の生長

 異常食欲,与 那覇へ養子に出す。

3人 兄弟の来間渡島と牡牛退治

 井戸の発見,ス ムリャ0で の老婆の発見,来 間無人化の理由を知る,牡 赤牛

  との格闘,追 跡 してナガピシの海中の家に女を発見,そ の家の主人(実 は牡

 牛)と の会見,来 間無人化の理由を聞いてヤーマス ・ウガン再興を約す,女

  (実は老婆のつれ去られていた娘)を つれ帰 り長男の嫁 とする,生 まれた娘

 たちを次,三 男の嫁とした。

  「この豊年祭は,こ の3軒 で行なうようになっていたので,こ の来間島ほ,

 元 どうりになって,人 間も全部育つようになった」[遠藤 1977:136]。

 このテキス ト中の異常妊娠,異 常出産については,宮 古群島中でいろいろな異文を

見出すことができる。慶世村が採録 している古典的な伝承に限定 しても,卵 生謳の典
                      ネノパウマテ ダ
型 と して,12の 方 角の神様 たちの出生 を物語 る 「子方母天太」[慶 世村 1927:11-12]

が あ る。 この上地翁の話 では,3兄 弟の来間来島以前の来歴 が詳 しく語 られている。

筆者の採集 した話例の多 くは,「 川満の3兄 弟」 と言及す るだけで ある。 勿論,洲 鎌

忠吉翁のよ うに,同 じ卵生諺 を物語 る人 もおり[洲 鎌 1978:4-6],そ の 場合 には,

兄 か ら順に1日7升,5升,3升 ど,大 食 の量 まで一致 している。

 以下,筆 者 の採集 した異文 との校合をお こなうと,つ ぎのよ うになる。

 泉 の発見 につ いては,ハ トもしくはカ ラスが羽根をぬ らして飛 び立つのを見 て発見

す る,と い う異文があ る。 この異文とま った く同 じものが,ま った く別の来間 島民 の

始祖であ る兄妹 についての伝承 にもみ られ る。

 ス ム リャ0で お婆 さんを発見す ることになってい るが,異 文 のなかには 「ネの方角

に行 くと,小 さい0軒 屋 があって」 とす るものがあ る。隠れて い るお婆 さんを発見す

るきっかけにつ いて,詳 しく物語 る異文 もある。'

 島民 が,ど の ように して来間島か らいな くな って しま ったか,に 関 しては,も っと
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大 きなへだた りのあ る異文が採集 されている。

 そ れは,天 上 か らカニガズ(kani・gadzi,金 属 の鉤)が お りてきて,北 の海岸近 くパ

チャ3》のあた りで,島 民を一人ひと りつ り上げて,ど こへ ともな くつれ去 った ことを

物語 る。当然,こ の伝承で は,以 下話 の筋が異な る。要約す るとつぎのようにな る。

3兄 弟 が力 をあわせて,こ のカニガズを引 っぱる。す ると,天 か ら 「痛い痛い,

何 とひ どい ことをす る」 とい う声。3人 が,な ぜ こんな ことをす るのか,と 問い

かけ ると,ヤ ーマ ス ・ウガ ンを中止 してい るか らだ,と い う答 が返 って くる。

 より微細な差違を示す異文としては,赤 牛ではなく黒牛がでてくる話が採録 されて

いる。「牛のような怪物」 という表現の頻度も高い。「天プ トク地プ トク根入 リヤプ ト

ク主司」の説話[慶 世村 1927:16-18]の ように,赤 牛が死ない し死後の世界にか

かわる例があるので,本 来は赤牛であったのかもしれない。伊良部島の伝承で,侵 略

者をひっかけて ミルクガマへとつれ去る小 さな牛は,や はり赤牛である4)[宮 古民話

の会 1984:69-70]。

 ピシ(pi∫i)の下に,人 間をみつける話は,死 の起源についての説話にかかわると

思われる,ヤ0マ ス ・ウガン由来伝承の別の異文のなかにもみられる。

来間の島民が,つ ぎつぎと神様 によ ってどこかへつれ去 られていな くな ってい く。

ある日,信 仰心の厚い女 が潮干狩 り.にピシ(ど この ピシかは特定 されていない)

へ 出か け,そ こで,ピ シの下 に島 と同 じよ うにつれ去 られた人た ちが家を建 てて

住んで いるの をみつけ る。 そ こで女は,ど うして こんな ところにつれて こられた

のかをたずね ると,人 び とはヤーマス ・ウガ ンを中断 しているため に神様 が怒 っ

たか らだと答え る。女 は島に帰 つて,島 人 に説いて,ヤ ーマス ・ウガ ンを再興す

る 。

 ピシの下の世界は,海 底他界を想起 させ,実 際,島 人のなかにも,こ れを 「ニーの

国」 と表現する人たちがいる。これらの説話群は,そ の0方 で,死 の起源伝承につな

がっていく可能性がある。上 地翁の話で,ピ シが実在のナガピシと特定されているこ

とも重要であう。ナガピシは島の東側にあり,こ のことと牛の々}牟ちの神が男神で,

3)集 落にすぐ近い北東の崖の上から,海 岸付近まで,同 じ名称で呼ぶ。パチャヌムッが通って
 いる。
4)ほ かにも,牛 と死もしくは死後の世界とのつながりを印象づける伝承は多 くみられる。
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島の繁栄や島人の生命をつかさどることとは無関係ではない。明らかにr東 西の二元

分類にかかわるものである。

 ナガピシでの神様 との会見中に,来 間が大いに栄えて,千 人も人が住み,下 地島に
                                     ノぜノレ

分村 したほどであ った,と いう話が突 然挿入 される[遠 藤 1977:134]。 この千人原
                      ノでル
伝説は,別 に独立 して話されることもある。千人原伝説の多 くは,突 然,津 波がやっ

てきて滅亡するというかたちの結末をもっていることが多い。上地翁の話では,こ の

結末が,ヤ ーマス ・ウガンの中断におきかえられているわけである。

 従って,人 びとの激減ないしは島の無人化が,ヤ ーマス ・ウガンを中断して神様を

怒 らせたことによることが示され,そ の直接の原因は神様が牛のかたち5)か,カ ニガ

ズのかたちをとることで,島 民を海の下の 「ニーの国」へとつれ去ることであること

が語 られていると判断できる。

 これ らの説話群は,大 まかには,

  ヤーマス ・ウガンの中断

    ↓

  島民の激減ない しは島の無人化

     牡(赤)牛

    (     天 の カニガズ

    ↓

  3兄 弟 による救援,ヤ ーマス ・ウガ ンの再興

という筋にな って いる。ただ,ど の伝承 も,ヤ ヲ了ス ・ウガ ンの再興 といいな が ら,

現 在み られ るヤーマス ・ウガ ンの構成 は,こ れ ら3兄 弟を始祖 とす る三 つの本家 とそ

の祭祀集団 によって支え られるかたちを とρて おり,そ れ以前のヤーマス ・ウガ ンに

ついて,そ れを どのような もの と想定 す るか については何の手 がか りもない。 その意

味で は,む しろ,再 興由来課であるよりは,起 源謳 ともみな しうる。

 ヤ ーマス ・ウガ ン由来伝承の異文中,祭 祀 との関係で重要 な ものは,3兄 弟 の長男,

次 男,三 男 か ら,現 在 のヤーマス ・ウガ ンの三つ の祭祀集団,ブ ナカ(bunaka)の 三

つの本家,ム トゥヤー(mutu ja:)の い ずれが出 自したかを示 す部分であ る。上地 翁

のテキス トでは,こ の部分は詳 しく述べ られていない。隠れていたお婆 さんの家 がス

ム リャーで,長 男がその娘 を嫁 にす ることか ら,現 在のスム リャーが長男 の家系で あ

ることをうかがわせ るだけである。ス ム リャー,ウ プヤー,ヤ ーマ シャー(ヤ ーマス

ヤー)の 三つのム トゥヤーが,長 男,次 男,三 男のいずれにつながるかについては,

5)「 来間の豊年祭を司る神であって」[遠藤 1977=135]。
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いろいろな異文 と意見があ り,な かにはヤーマス ・ウガ ンの祭礼時の相談会(ヤ ツ ィ,

jarai)に つ いての解釈 にかかわ るものまである。 このため,・その詳細 は,儀 礼の項 に

ゆず ることにす る。

2) 島生み伝承

来間島の由来,来 間島民の始祖についての口承説話 も,重 要である。この種の伝承

として,来 間島には二つの系統の話が伝えられている。

昔,男 の神様が アガルヌサツに,女 の神様がイルヌサ ッにお りられ,こ れ ら二神

が来間島を生んだ。

 この伝承には,東 の男神 と西の女神が,島 の中央で出会っ七,交 わり,来 間島にあ

るもろ もろの ものを生んだのだ,と い う異文 も採録 されている。

 これ らが,『 御嶽由来記』(1705)[稲 村 1977:68-69;慶 世村 1927:1-3]の 創

世神話 と共鳴 しあ うことは確実であ ろう。現在 では伝わ らないとされてい る,こ れ ら
       ムニダルノカミ
の創世神話で,宗 達神(陽 二男神)が,青 草を身にまとった草装神(陰=女 神)と 結婚
          カダマノカミ
して東地を与えられ,嘉 玉神(陰=女 神)が,紅 葉を身にまとった木装神(陽=男 神)

と結婚 して西地を与えられることになっている。 「これが,今 日残れる東仲宗根。西

仲宗根の地だといふ」[慶世村 1927:3]。

 来間の島生み伝承も,宮 古の創世神話 も,明 らかに,東 と西,男 神 と女神の対立を

中心とする二元分類と,そ れらを現実の地理に比定する神話地理学によって支え られ

ているとみなすことができる。宮古の創世神話では,さ らに木/草,紅/緑 という対

立が重合 している。
          コ イ ツノ   コ イ タマ

 宗達神 と嘉玉神は,古 意角と姑依玉の子で互いにシブ リシグの関係にあり,男 神が

東地を,女 神が西地を与えられる。突然の木装神と草装神の登場を,宗 達神 と嘉玉神

のインセス ト関係を避けるための配慮とみなすなら,宮 古の創世神話は,来 間の単純

なテキス トにより近づ く。

 宮古の口承伝承や宗教儀礼で,神 々め性別が重視されるのは,け っして歴史の新 し

いことではない。『琉球国由来記』(1713)で も,『琉球国旧記』(1731)で も,ウ タキ

の神々の紹介では必ず性別が述べられていて,そ れは宮古群島地域の大きな特徴とな

っている。

 両書に収録されている来間島のウタキは,西 新崎御嶽ひとつだけである。 『琉球国
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由来記』巻二十 の十八 に

  十 八 西新崎御嶽

  男 。高神 ト唱。(来 間西方 海端 二有)諸 立願 二付,来 間村 中,崇 敬仕 ル事。 由来。

  往 昔,右 神,新 崎 山二顕 レ,来 間島守護 ノ神 ト,ナ ラセタマ ヒタル トナ リ。

 『琉球国旧記』付巻之四の記事 と,ほ ぼ同様 であ る。 これ らの記載 では,西 新 崎 ウ

タキの神 は,高 神 という名の男神 とされてい る。 この神 は,来 間島の ウタ キで ももっ

と も重要な三つ の ウタキ,す なわちアガル ヌウタキ,イ ル ヌウタキ,カ0ヌ ウタキの

うち,イ ル ヌウタキの祭神で,タ カガム(taka-gam)と してよ く知 られている。

 現 在では,島 民の全員が一致 して,こ の神 は女神 であ るとみな してい る。守護神 で

あ ることもよく知 られてい る。従 って,現 在で は,東 のアガル ヌウタ キには男神 がま

つ られ,西 の イル ヌウタキには女神 がまつ られ,上 記 の口承伝承 と整合 的に祭 祀 も体

系化 されて いる。

 も うひとつ重要 な点 は,こ れ ら18世 紀 の文献で,こ の西新崎 ウタキが,「 西方海端」

(『由来記』),「 西海辺」(『旧記』)に あ るとされて いる点である。 現在 のイル ヌウタ

キは,む しろ集落 に近 く,ウ タキの移動があ ったことが知れ る。 この点 については,

拝 所 についての節(2-2)で 詳 しく述 べることにする。

 い まひ とつの系統 に属す る伝承は,兄 妹始祖課 のかた ちを とっている。

昔,川 満軍に追われた兄妹が,泳 いで来間島に渡り,泉 をみつけて,そ こで結婚

し,そ の子孫が繁栄 して来間島民となった。

 さ きほどの説話 と同 じ昔(nkja:si)で はあ るが,前 者 は神話時代 に,こ の伝承 は歴

史時代 に措定 され る体裁 を とってい る。 しか し,む しろ,重 要なのは,こ れ らの伝承

で,神 であれ人間であれ,異 性間の関係 による創出,生 み出 しが,共 通 の基本的な モ

チーフとなってい ることであろう。ヤーマス ・ウガ ンの由来伝承が,3人 の男兄弟の

協 力を ライ ト・モチー フとしてい るのと,好 対照をな していることを強調す ることが

で きる。

 こ の兄妹始祖伝承 につ いて は,こ れ をより詳 しく,史 実であ ることを強調 しよ うと

す る異文がみ られ,「 今 か ら600年 くらい前の,宮 古 の争乱時代,川 満部落が全 滅 した

とき」 とい った付加が おこなわれる。兄の名をクチヤケ,妹 の名を テダマ ツと伝 え る

異文 も多い。

・この伝承 において も,ヤ ーマス3兄 弟同様 に泉(井 戸)の 発見がひ とつのポイ ン ト

45



国立民族学博物館研究報告 別冊3号

になっている。鳥(ハ ト,カ ラス,ま たはスズメ)が 羽根をぬらして飛び立つのを兄

が見て泉を発見 し,妹 を呼びよせることになっている。

 この泉(井 戸)の 発見の挿話は,前 述の男神と女神による島生み諌と,一 見まった

くかかわらないようにみえる。 しかし,来 間島の地形上の特徴から,東 の岬と西の岬

か ら2神 がやって来て,島 の中央あたりで出会うなら,そ れはカー(泉,井 戸)の と

ころだというのは,島 の人たちが暗黙に了解 しているところであることを強調 してお

く必要があるだろう。

 兄妹始祖伝承も,宮 古群島において,け っして珍 しい話ではない。ほとんど同一の

伝承が多良間の起源について話 されているが,こ のウナゼー兄妹は津波のおりに二人

だけ生 きのび ることにな っている[琉 球大学沖縄文化研究所 1966:179]。 大 浦の起

源伝承[宮 古民話 の会 1980:31]も 類 話であ る。'

支那から漂着した大浦ダッという男 とマジsル ンマという女が,カ ラスが羽根を

ぬらしていることから泉を発見して,そ こに島立てをした。

                       バ7

 この大浦の伝承は,そ のあとに,現 在大浦の屋敷原 といわれているところで家もふ

え,大 きな村になってきたが,津 波で家がすべて押 し流されて,い まの大浦あたりま

で上って新しく村を建てたことを伝える。
                  バル

 これは,ほ とんどそのまま来間の千人原伝承 と同 じ内容である。大浦伝承中のマジ

ュル ンマは,来 間のマジュルガムウタキの神 と同じものである可能性が強い。従って,

男女の漂着,泉 の発見,島 立て,村 の発展,大 津波による全滅,高 地での新しい村立

て,と いう挿話からなる伝承は宮古中に広 くみられるもの らしい。多良聞のように,

津波のくるのが,男 女の生存の前におかれることがあっても,来 間の上地翁のように,

発展 してきた村の全滅を津波ではなくてヤーマス ・ウガ ンの中断に帰因させるにせよ,

一連の伝承に組み立てられる際の好素材であったとみなすことができる。

 来間の兄妹始祖諌には,姉弟始祖讃のかたちの異文がある。そのテキス トには,村が

栄えて,千 人原 と呼ばれるようになったところまでが語 られている[宮 古民話の会

1984:69]。

 もうひとつ,来 間島の起源について物語る伝承がある。これは来間では採録されて

いない。保良での採集による[下 地 1983:1]。

昔,太 陽が地上におりてきて女と結婚 した。子供が生まれたが,太 陽をおそれる
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人達が太陽を殺そうと談合する。子守の唄か らそれを知 った太陽は,怒 って平安

名崎を踏みつぶして海に流す。その折れたのが流れついて来間島となった。

 いわゆる 「保良の子守唄」の異文のひとつであるが6》,い まのところ,こ れは以下

に問題 とする儀礼 とはかかわるところがないように考えられる。

2・ 来間島の儀 礼

1) 概 略

 儀 礼 は一般 にニガ0ズ(niga:2�),ウ ガ ンー(ugan)な ど と呼ばれ,い くつ かの群 に分

けることができる。 と くに,集 落 の全員が 参加 して お こなわ れるもの と,神 女た ち

(niga:-mma)を 中心 に して実修 され るもの との間にははっきりとした差 がみ られ る。

 前 者の代 表は,旧 暦8,9月 の キノエ ・ウマの日とその翌 日にお こなわれ るヤーマ

ス ・ウガ ン(ja:masu-ugan)で あ る。後者 は,年3回 お こなわれる夜 こもりの ウガ ン

(komon-niga:zi, kumui-niga:)で 代 表され よう。 これ は,神 女 たちが集落外縁 に位 置

す るアガルヌウタ キとイル ヌウタ キに2晩 こもって,夜 を徹 してお こな うウガ ンであ

る。 この儀礼 は,男 性 を排除 しておこなわれ る。

 ム スバ ラ(musi-bara,虫 送 り),ス ツ7)(sutsu),ス マ フサ ラ8)(sima-fusara)の よ

うな儀 礼が両者の 中間に位 置す ることにな る。

 これ らの集落全体のためにお こなわれ るウガ ンのほかに,い くつかの下位集団 によ

って担われてい るウガ ンがあ る。 ひ とつ は5集 落全体 に約13あ るサ ト(sato,里)9)単

位 で おこなわれる ウガ ン。ひとつのサ トは,そ のサ ト・ウガ ンジ ョに近接 する1軒 か

ら数軒で構成 されており,そ の編成 は地縁 的であ る。1年1回 きま った 日数 に ウガ ン

を おこな うが,現 在では隣近所の親睦を深 め る機能 を強 くもってい る。

 い まひ とつ は,各 家庭 のウガンである。 これ は,家 々で,そ れぞれの祭司 ヤージャ

ス(ja:-d3asu)を 招 いて,必 要な ときどきに お こなわれる。 ヤ』ジャスの 資格は,

6)「太 陽の流した島」[宮古民話の会 1981:44-45]も 同一の話であるが,こ こでは来間島とは
 特定されていない。
7)旧 暦6月 ツチノエ ・ウマの日におこなわれる。南の海岸のウサロッブ(牛 洗い壼)か ら,若

 者 が丸い石をとってきて,各 戸に二つずつをくばる。そして,北 の海岸におりて,お 祝いをす
 る。南からユー(豊 穣)を 迎える儀礼である。
8)旧 暦1月 ウの日に,悪 疫が集落に入 らないように,村 へ入る道に左綱を渡 し,ブ タを殺して,

 その骨をくくりつける。
9)集 落を東西と南北に走る2本 の道に沿 って4分 し,こ れを支部とか班と呼ぶが,サ トはこれ
 とはまったく別のものである。
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神 女の組織(後 述)に 参加 してい るか,し ていたか,な どと関係せず,何 らかの理由

でその家庭 の主婦 の信頼 をえて いる老女 が選ばれている。ただ し,大 きな不幸や問題

に直面 した ときには,平 良市在住 の,よ り神高 い(kam-daka),一 般 にユタな ど(juta,

juta-nu-munu-f iri, munu-∫iri, kam-kakarja:)と 呼 ばれ る霊能者 を訪ね ることにな る。

 このよ うに,内 容,形 式,担 われ方 も多岐にわた って いるので,儀 礼 についての記

述研究 は別稿 にゆず って,こ こでは来間島の島単位 での典型的な二つ の儀礼,す なわ

ちヤーマス ・ウガ ンとコモ ン ・ニガーズ をとりあげて,簡 単に説 明を加えてお くこと

にす る。

 これ ら二つの儀礼 は,集 落全体のためにおこなわれる儀礼であ りなが ら,対 照的な

性格を もつ典 型であるだけで な く,後 にみるように,そ の由来か ら儀礼 の実修 にいた

るまで,口 承伝承 とかかわ る。 そればか りか,こ れ らの儀礼は,宮 古群島 に広 く重層

して分布す る二つの異質 な儀礼の類型 を,よ く例示 していると考 え られるのが,選 定

の理由である。

2)拝 所

 ウガ ンは,い ずれの場合 にも,特 定 の 日数 に,特 定 の場所でお こなわれる。特定の

神様の居所と考え られているウタキのなかに,そ の神 々のために祈 るためのウガ ンジ

ョがつ くられてい る。 ただ し,ウ ガ ンによ っては,こ うした ウタキや ウガ ンジ亘で は

ないとみな され る特定 の場所で も,線 香 を立てた り,祈 りが おこなわれる こともある。

 まず,ヤ ーマス ・ウガ ンと コモン ・ニガーズとい う,来 問を代表する2種 のウガ ン

と関係す るウガ ンジョの配 置について説 明 して お くことにす る。 コモ ン ・ニガーズに

おいて は,神 女たちが夜こ もりをす るアガル ヌウタキ とイル ヌウタキが重要 である。

これ は,図2の よ うに,集 落 の北のはず れの東 と西に位 置 してい る。両 ウタキは,そ

れぞれ東 と西へ向か って祈 るように構築 され,入 口に近 いところに神女 たちが コモ ン

・ニガ ーズで泊 るための コンク リー ト造 りの一間の小屋 が設け られている。
                                 ユ 

 アガ ル ヌウタ キは,正 式 には,ユ ーヌス ・ビデ ィタ ラヌウタ キと呼ばれ,豊 穰 をつ

か さどる男神 をまつ るとされて いる。あ る人た ちには,こ れ はユーヌス(ユ0の 主)

とビデ ィタラとい う2神 と考 え られ,こ れ ら2神 が ともに男神であ ると考 え られてい

る。

 イル ヌ ウタ キは,タ カガム ・ティン トゥクウジ'ヨLヌ ス という女神 をまつる とされ

ている。 と くに,タ カガム とい う女神 は,島 の守護神 であるとみな されていて,広 く

信仰 されて いる。
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 これ ら両 ウタキについて,と くにアガル ヌウタキには男神が,イ ルヌウタキには女

神 がまつ られてい るとい うことはよ く知 られてお り,島 の祭祀 にほ とん ど興味を示 さ

な い男性で もこれだけは知 っているほどである。

 両 ウガ ンジ ョは,集 落 の北の はずれを通 る道 によ って結 ばれてい る。 その道 の中央

あた りに,北 窪断層崖をお りて浜 に出るカーヌムツ(ka:-nu-muts�,泉 ・井戸の道)

があ る。この道が崖の下 にお りた ところに泉(井 戸)が あ るために,こ の名で呼ばれ

て いる。 カーのす ぐ横 に も小 さいウガ ンジョが設け られているが,通 常 カーヌウタキ

と呼 ばれ るの は,こ の道 か ら崖 を登 ってす ぐ東側 にあ る,か な り大 きな拝所であ る。

ここに泉(井 戸)を つか さどる神 がまつ られていると考え られている。アガル ヌウタ

キ とイル ヌウタキの中間 に位置す ることか ら,ナ カヌウタ キと呼 ばれ ることもあ る。

 コモン ・ニガーニズにおいて,ア ガル ヌウタキ とイル ヌウタキ とに分かれて,2晩 を

別 々にす ごした神女た ちは,3日 目の朝,こ の ウタキにや って来 て合流する。

 0般 に,琉 球諸島の小離島では,水 の重要性 は著 しく,か つその供給が不安定であ

ったため,島 もしくは集 落ごとの泉 もし くは井戸 に対す る信仰 はきわめて厚 い。泉(井

戸)は 水 によ って養われ る生命 の根源 と考え られて いるとい って過言ではない。 この

カーヌウタ キは,正 式 にはクニ ヌヌス ・スマ ヌヌス ウタキ(国 の主 島の主御嶽)と 呼

ばれ,シ ロミッヌカム10)と カ キ ミッヌカムとい う男女二神をまつ るとされている。 よ

り簡単 に,ス マ ヌヌス(島 の主)と い う男神 と,ミ ズヌヌス(水 の主)と いう女神 を

まつ る,と いわれ ることもあ る。

 島人 によっては,こ のウタキの祭神 は単 に男女二神で はな くして,夫 婦神(mjo:to-

gam)で あ ると考えてい ること もつ け加えてお く必要があ ろう。

 カーヌウタキのす こし南側 には,ナ フキ ャヤー(ア サギヤー)と 呼ばれる小 さな コ

ンク リー ト造 りの小 屋があ り,や は りここで も夜 こもりの ウガ ンが おこなわれ る。た

だ し,こ れは一般 の コモ ン ・ニガーズよ りも簡単な もので,ナ フキ ャヤー ・ウガ ンと

呼 ばれ る。

 その東にヤーマ スウタ キがあ り,そ こにヤーマスヌカムがまつ られてい る。小 さな

ウタキで,ほ とん どマー ンツキウタ キとプツダマ ウタ キ(pitu-dama-utaki)の 間 に

あ って見落 すほどで ある。

 このナフキャヤーのあた りが広場 になっていて,ヤ ーマス ・ウガ ンの2日 目,祭 祀

集 団ごとの演芸 の出 しもの は,こ こで競演 される。 この広場 には,ヤ ーマス ・ウガ ン

を再興 して今 日のかたちを与えた とされ る3人 の兄弟 が1本 ずつ植えた とされ る,デ

10)シ ロ ミツ は水 の こ とで あ る と い う。
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イゴの大木 が2本 残 っている(1本 は近年 になって伐 られた)。

 ヤ ーマス ・ウガ ンの神話地理学上重要 な遺跡 に,ヤ ーマス ・ミャーカがあ る。集落
    ノマル
の南東 の畑 のなか にあ るこの ミャーカには,伝 承の3兄 弟 が葬 られて いると伝え られ

る。地 上か らの観察だけでは,現 存す るのは,石 の基段 の一部 のみで,そ の規模など

も推測 しがたい。 ほかの ミャーカの例か らみて,南 に向か って,方 形 につ くられてい

た もの と考え られ る。

 この ミャーカはその周囲を,ヤ ーマシャー,ウ プヤー,ス ム リャーの3宗 家の所有

す る畑 地 によって囲まれてい る。 これ らの畑 地は,代 々これ ら3家 によ って所有 され

て きたもので,他 家へ売却 してはいけな いとされている。過去に,他 家へ転売 された

こ とがあったが,そ の後不幸があ って,結 局 は買い戻 したとい う例 がある。

 このように,ヤ ーマス ・ウガ ン由来伝承,来 間島生み伝承,そ してヤーマス ・ウガ

ンや コモ ン ・ニガーズ といった儀礼 は,そ の いずれ もが,は っきりとした来間 の神話

地理学 ともいえ るものによって,強 い現実感を与え られて いることが明 らかになる。

すなわち,現 実 としての地理学的地 形的所与 とその解釈 によって,伝 承 や儀礼 の もつ

象徴作用 が活動す る舞i台を与 え られているということである。

3)神 女 組 織

 集 落全体 にかかわ るウガ ンの実修を担 う,神 女た ちの組織 に一瞥を与えてお くこと

にす る。 この組織 についての説明は,コ モ ン ・ニガ ーズの描写 のため には必須不可欠

であ る。

 神 女た ちは,ツ カサ(tsukasa,司)と ユー ジャス(ju:-d3asu)と 呼 ばれ る,2人

の終身の神 役によって主導 されて いる。ユー ジャスは,フ クツカサ(副 司)と も呼ば

れ る。 おもな祈 りの言葉 は,こ の2人 が記憶 していて,ウ ガ ンにおいて も彼女 たちが

まず1節 を唱い,そ れを残 りの神女た ちが復唱 し,そ れか らつぎの節へ と進む という

かた ちを とる。

 ッ カサはアガルヌウタキに こもって男神につかえ,ユ ージャスはイルヌ ウタキにこ

もって女神 につかえる。 ツカサの方 がユージャスよ りも優位にあ り,両 者 は夫婦 と し

て観念 されてい るといってよい[牛 島 1971(1969):326]。 これ は,明 らか に,ア

ガル ヌウタ キの男神 とイル ヌウタキの女神 との関係 と不可分に結 びついている11)。

11)ツ カサとユージャスが主導する神女組織は,宮 古全体でも広くみられるが,「む しろ与那覇・
 来間あたりを中心として,宮 古本島の南岸沿いに東へ拡がる,地 域的特徴であった可能性」が 
指摘されている[佐 々木 1980:174]。 来間は,「豊見親の時代(14世 紀の後期)ま でにできあ 
がったもので,現 在の同名の地区(部 落)と の歴史的連続性があり,古 い伝統を保持すると考
 えられ」[佐々木 1980:165],神 女組織の類型化においても,ひ とつの典型を例示するもので
 ある。
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 ウガ ンの際の祈 りの言葉を伝えてい くとい う意味でも,ツ カナ とユージャスが2人

1組 である ことは好都合 であるとされ る。 どち らか0方 が,重 い病気 や死で退いた と

き,そ のあ とに新 しく就任 した方は,前 か らその任 にあった相手方 か ら,ウ ガ ンの実

修 に必要 な ことが らを学 ぶ ことがで きるか らで ある。

 ツカサ とユ0ジ ャスの選任 には,平 良市 内の漂水 ウタキにかかわ りのあるユタが,

候 補者 のエ トを指定 する という。また,選 任後 にも,そ の適否を占 うとされている。

 か ぞえ年 の55才 にな った女性た ちの間か ら,毎 年2人 ずつの神女 が選 ばれ る。その

年齢 になった女性が3人 以上 いる場合 には,ツ カサ とユージャスは くじによって,そ

のなかか ら2人 を選 ぶ。1人 以下の場合 には,よ り若 い年齢の人か ら選 ばれ ることに

な る。選 び方 は同様に くじを用 い,候 補者 の名前を書 いた半紙の紙片 をお盆の上にお

いて,お 祈 りを しなが らゆり,3回 落 ちた人を選ぶ とい う12)。

 このよ うに して選 ばれた2人 の女性 たちは,ツ カサかユージャスか,い ずれかの側

に1人 ずつ配置 され る。普通,ツ カサのク ミ(組)に 入 るとか東 のク ミに入 る,と い

う言 い方 がされ る。選 ばれた2人 の女性 たちの うち,家 が東 の人が ツカサの方へ,西

の人がユージ ャスの方 へ配属 され るとい う原則があげ られることもあるが,必 ず しも

守 られていない。

 こ うして選 ばれた1年 目の神役の女性 たちは,ト ゥムンマ(tumu-mma)と 呼 ばれ

る。以 後,1年 ずつ上位の神役 について,61才 にな って この組織での 神 役 を務 め 終

る13)。 図3に 示 したように,明 確 に年齢階梯組織 をな して いる14)。 こ の7年 間,ッ

カサの ク ミに最初 に所属 した ものはず っとツカサの ク ミに属 し,途 中で クミを変 るこ

とはな い。

 トゥムンマは,ツ カサ とユー ジャスの命令 で働 くとされている。 ウガ ンの日数 を,

1まかの神女 たちに伝え るために集落の連絡役 をはた し,ッ カサ とユ ージャスの夜 こも

りには,必 ず同行す る。 コモ ン ・ニガ ーズのお りには,徹 夜で線香の火を絶 やさない

ようにす る義務を負 い,雑 用一切を引 き受けて,イ ニ シエー ションを受け るかた ちに

なる。

12)こ れは,新 生児のために,カ ムヌナー(kam-nu-na:,神 の名)を 選ぶときと,同 様である。
13)こ れを終えるまでに,長 期間島を留守にしたりして,役 目を果たさないと,「来間は神高島
 なので」・病気になったり,よ くないことがあるとされる・
14)こ うした年齢階梯組織は,来 間島では珍 しいものではなく,シ ーニンカイ(青 年会)や ショ
 ジ ョカイ(処 女会)で もみられるものであった。やはり最年少の初加入者は,・年長者の命令通
 りに務めなくてはならなかった。かぞえ年16歳 から25歳の男性でつ くられたシーニンカイでは・
 16歳 の加入者をシーニン・サズとして自分たちの用に使い,17歳 の2年 目の加入者はムラ'サ
 ズとして区長の命を受けてムラ会の召集に各戸をまわるなどした。シーニン・サズとムラ'サ
 ズをあわせて,サ ズ ・ガマとも称 した。ショジョカイでも初加入者をショジョガマと呼んだ。
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図3来 間 の 神 女 組 織

 つ ぎの2年 間は,テ ィーシンマ と呼 ばれ る,い わ ば炊事 係で,神 酒の トゥム(tumu,

供)で あるアイジュウ(お した し)を つ くる。 ただ,4人 い るテ イー シンマの うち3

人 は,こ のアイジュウをつ くる係,ア イジュウグナであ るが,1人 は神酒(ン ッ)を

つ くる係,ン ッグナ とな る。 この人 は,通 例,2年 間 ンヅをつ くる係を引 き受 け る。

 コモ ン ・ニガーズには,東 のアガルヌウタキにツカサ とウィーヌ ンマ(ui-nu-mma,

上 の ンマ)2名,ム ッス カタ ミ(ム ッススグ ノ)と トゥム ンマ,西 のイル ヌウタ キに

ユ ージャス と同様 に,各5人 ずつが こもる。 これ らのウタキにこもる神女 たちを ゴニ

ンサス とか コモ ン ・ニガー ・ヌ ・ヌル ミンマ とい う。

 コモ ン ・ニガーズにか ぎらず重要な ウガ ンにおいては,ン ッが神女たちによって順

にまわ し飲み され る。 これをサラ ・ピャー シ(sara-pj a:si)と い'う15)。 サ ラは,ン ツ

を受 ける杯の ことであ る。

 重 要な ウガ ンは,サ ラ ・ピャー シと表現 され ることもあ り,神 様へのお願 い(ウ ガ

151麟 鋪r一 シを歌謡のひとつ麟 と
.する考え方はないようであう[外間'新 里
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ン)の あ と,神 様 とともに楽 しくお酒を飲むのだ,と いう解釈 も聞かれ る。

 ンツとサ ラモタゲは,そ れ ぞれ,酒 を入れておいて注 ぐための容器 と,そ れを受 け

るサ ラ(杯,3種 類 あって,そ れぞれに名称 がある)を,保 管,整 理す る。 サ ラ ・ピ

ャーシの場 では,順 に ンツを注 ぐ係 であ る。

'テ ィー シンマ
,ン ツ,サ ラモタゲ ら,用 意 をす る必要 のある係の神女 たちは,コ モ

ン ・ニガーズの間 もウタ キの コモ ン ・ヤーには入 らず,自 宅で待機 している。

 準備 された ンッや アイジュウは,カ ーカス16)の ウガ ンの ときのように,一 般 の人 た

ちもい るところでサ ラを ピャー シたときには,そ れ らの人び とにもふ るまわ れる。神

女たちが もち帰 って,家 族 に分 け与え ることもあ る。

4) ヤ ー マ ス ・ウ ガ ン

 ヤ ーマ ス ・ウガ ンは,旧 暦8,9月 の キノエ ・ウマの日とその翌 日の2日 間 おこな

われる。最近 では,豊 年祭 と0般 に呼ばれ るが,ウ プ ・プーズ,ヤ0マ ス ・プ ーズ,

ヤ ーマ ス ・カム ・ニガーズ とい う名称 も用 い られて きた。ウプは大,プ ーズはユー(豊

穣)を 呼び よせ る儀礼で あるか ら,豊 年祭 とい う新 しい名 も,そ の原義 か らそれほど

離れて いない。

 ヤ ーマス ・ウガ ンは,由 来伝承 に登場す る3兄 弟 を記念 して,ウ プ ・ユ ー(豊 作)

を祈願す るもので あ るとされ る。祭祀をとりおこな う主催者,参 加者 は,全 島民で,

彼 らは,ブ ナカ(bunaka)と 呼 ばれ る三つの祭祀集団 のいずれかに所属 してい る。
                        ムrウヤ 

 ブ ナ カは,3兄 弟 の直系 の子孫 と伝え られ る三つの本家,ヤ ーマ シャー(ヤ ーマス

ヤー),ウ プヤー,ス ム リャ0と,こ れ らの本家 と父系血縁関係 でつ なが ってい ると

みなされてい る家 々か ら構成 されている。来 間の家 々は,す べて三つの ブナカのいず

れかに属 す る。 ブナカニ ンジュ(ブ ナカ人数)と いうブナカの正式成員 は,成 人男子

とかぎられてお り,ブ ナカへの帰属 は父系的に決 め られてい る。男子 と未婚 の女子 は

父 のブナカに,既 婚女子 は夫のブナカに入 るものとされてい る。

 しか し,厳 密 な意味で,ブ ナカを父系出自集団 ということはできな い。各家 はサニ

(sani)と 呼 ばれ る父系 出自集団に凝集 してい るが,こ の場合 には,そ の属 す る家 々の

関係を正確 にたどることがで きる。従 って,ひ とつのサニに属 する家 々は,必 ずひ と

つのブナカに所属す る。 しか し,ひ とつの ブナカに属 していて も,い くつかのサニに

分 かれてい る家 々の間 の関係 を,父 系 の血縁 関係 として実際にたどることはで きない。

16)旧 暦8月 カノエ ・イヌの日におこなわれる。村人が老若男女を問わずに参加する井戸の清掃。
 それから3日 目にもう1回 ウガンを して,井 戸の水を用い始める。
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